
それでは、決算概要資料に沿って、2020年３月期 第３四半期決算概要について、 

ご説明させていただきます。 

 



まず、決算ダイジェストのページをご覧ください。 

今期のダイジェストは４点ございます。 

１点目は、ＥＰＳですが４％増の92.0円となりました。 

２点目、連結営業利益は８％増で４期連続の増益となりました。 

３点目は、セグメント別営業利益ですが、 

小売が８％減、フィンテックは16％増となりました。 

４点目は、通期の見通しですが、小売の業績を踏まえて、連結営業利益を７％増益の 

440億円に15億円下方修正させていただきます。大変申し訳ありません。 

 



それでは決算の概要を説明させていただきます。 

決算概要資料２ページの 連結業績 の表をご覧ください。 

中期計画のＫＰＩとしておりますＥＰＳは、４％増の92.0円となり、 

第３四半期としては過去最高です。 

グループ総取扱高は16％増の２兆1,743億円、フィンテックセグメントにおける 

ショッピングクレジット取扱高が17％増と引き続き拡大したことが全体を牽引いたしました。 

売上収益は、フィンテックセグメントが11％増、 

小売セグメントが11％減となったことで、ほぼ前年並の1,864億円となりました。 

売上総利益は、５％増の1,490億円、４期連続の増益となりました。売上総利益ベースでの 

リカーリングレベニューは８％増の984億円となり、順調に拡大しています。 

リカーリングレベニューが増えた要因としては、小売における定借化の拡大と 

フィンテックにおけるリボ・分割払いや、家賃保証の拡大が挙げられます。 

販管費は、小売ではコスト削減を進めましたが、 

フィンテック拡大による変動費の増加などにより、 

全体では４％増の1,161億円となりました。 

その結果、営業利益は８％増の329億円となり、４期連続の増益となりました。 

一方で年初の通期予想に対しての進捗率は72％と、前年を２％下回る水準となりました。 

当期利益につきましては、３％増の199億円、５期連続の増益となりました。 



続きまして、３ページ セグメント別利益の状況 をご覧ください。 

小売セグメントの営業利益は８％減の77億円、 

フィンテックセグメントの営業利益は16％増の303億円となりました。 

営業利益の増減要因につきまして、後ほど詳しくご説明いたします。 

全社消去は人材投資や新規事業開発のための研究開発費などの影響もあり、 

12億円増加しましたが、フィンテックの利益増が大きく、 

連結営業利益は８％増の329億円となりました。 

 



次に、４ページ 営業利益増加の内訳 についてご説明いたします。 

まず、11月の決算説明会でもご説明しましたが、 

第２四半期にてリボ債権の流動化を実施しました。 

これに伴う譲渡益の計上が71億円と昨年に比べ29億円増加しました。 

また利息返還についても、上半期に29億円の積み増しを行いましたが、 

これは昨年に比べ４億円増加となっています。 

これに、これまで実施した債権流動化の償却等を考慮すると、 

今期の特殊要因は14億円の増益要因があったことになります。 

このため、これらの特殊要因を除いた実質的な連結営業利益は、 

３％増の315億円、10億円の増益となりました。 

実質増減益のセグメントの内訳については、小売が６億円の減益、 

フィンテックが29億円の増益となりました。 



続きまして、５ページ 小売の状況 について、チャートに基づきご説明いたします。 

利益の内訳ですが、増加要因としては 

ＳＣ・定借化による収益改善が着実に進んだことにより、 

９億円のプラスとなりました。 

一方、10月の消費増税以降の消費の冷え込みや暖冬の影響により、 

取扱高の減少が直接利益に影響する仕入区画が７億円のマイナスとなりました。 

内訳としては消化仕入が３億円のマイナス、自主専門店が４億円のマイナスとなります。 

Ｅコマースにつきましては、 

上半期に続きPBの不振や環境の変化などで6億円の減益となりました。 

以上の仕入およびECの部分は当初想定と大きくずれてしまい、 

業績予想の修正につながってしまいました。 

大変申し訳ありませんでした。 

また、プラットフォームは店装事業の大型工事の期ずれ等により 

２億円のマイナスでした。 

以上の結果、小売セグメントは第３四半期で８％減、６億円の減益となりました 



次に、６ページ フィンテックセグメントの状況 についてです。 

第３四半期の新規カード会員数は、前年に対して２万人増の60万人となりました。 

ネットおよびサービス分野からの入会拡大が寄与しました。 

12月末のカード会員数は前年に対して38万人増の714万人となりました。 

うちプラチナ・ゴールド会員は15％増の240万人、 

総会員数における構成比は34％となり、メインカード化が着実に進んでおります。 

取扱高に関しては、プラチナ・ゴールド会員取扱高が全体を牽引したほか、 

家賃保証ビジネスの拡大にともない、17％増の２兆29億円となり、 

初めて第３四半期で取扱高２兆円を突破しました。 

流動化債権を含むショッピングのリボ・分割払い残高は、 

10％増の3,585億円となりました。 

利便性の向上による分割払いのご利用拡大が、 

引き続き残高の増加につながっております。 

また、流動化債権を含むキャッシングの残高はカード会員の増加にともない、 

２％増の1,517億円となりました。 

 



次に、７ページ バランスシートの状況 についてご説明いたします。 

流動化比率は、2021年３月期の目安25％に対して、12月末は22％となりました。 

有利子負債は、増加した営業債権への対応により 

前期末に対して137億円増加いたしました。 

営業債権に対する有利子負債の比率は、84.7％、 

自己資本比率は、31.3％となっております。 

 



次に、８ページ キャッシュ・フローの状況 でございます。 

営業キャッシュ・フローから営業債権等の増加を除いた、 

基礎営業キャッシュ・フローは、251億円で前年に対して微増となりました。 

また、改装投資の増加や、スタートアップ企業10社への投資などで、 

投資キャッシュ・フローは151億円のキャッシュアウトとなりました。 



次に、９ページ ＥＳＧの状況 についてご説明いたします。 

１月には、環境問題における国際的な評価機関であるＣＤＰより、 

２年連続で、最高評価の気候変動Ａリスト企業として認定されました。 

また、ＩＲＤＡＹ、有価証券報告書に続いて、今回の決算短信にも 

ＴＣＦＤについて記載をしておりますので、ご確認いただければと思います。 

今後も、ＥＳＧ経営のフロントランナーになるべく、 

すべての人が取り残されることなく「しあわせ」を感じられる、 

インクルーシブで豊かな社会をめざし、ステークホルダーの皆さまと 

共創サステナビリティ経営に、積極的に取り組んでまいります。 



最後に、10ページ 2020年３月期通期見通し、および 

11ページ ＜参考＞セグメント別利益予想をご覧ください。 

通期の業績予想につきましては、第３四半期までの結果および最近の動向を 

踏まえ、第２四半期決算発表時の計画から修正をしています。 

具体的には小売セグメントで消費増税後の消費の冷え込みや、 

暖冬の影響などにより、売上収益で60億円、営業利益で15億円、 

当期利益は10億円の下方修正を行いました。 

その結果、ＥＰＳは、前年比６％増の122.7円、 

ＲＯＥは、前年差プラス0.1ポイントの9.2％、 

ＲＯＩＣは、前年差プラス0.1ポイントの3.8％を計画しています。 

 






